
南関防衛 
平成２７年 

冬号 
平成２７年冬号 年４回発行 第６号 

南関東防衛局 神奈川･山梨･静岡３県の防衛広報紙 

  特 集 

東富士演習場より富士山を臨む 

○ 在日米軍施設・区域の返還（相模原・池子） 

○ 沖縄県道１０４号線越え実弾射撃訓練 

    の分散・実施―北富士 

○ 日米共同方面隊指揮所演習 

○ ＦＭブルー湘南「遊びに来ませんかスタジオへ」 



２ 
南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２７年冬号 

 
  

在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
一
部
返
還
・
共
同
使
用
（
相
模
原
・
池
子
） 

 
特集 

「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全

保
障
条
約
」
い
わ
ゆ
る
日
米
安

保
条
約
第
６
条
で
は
、
「
日
本

国
の
安
全
に
寄
与
し
、
並
び
に

極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及

び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た

め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
そ

の
陸
軍
、
空
軍
及
び
海
軍
が
日

本
国
に
お
い
て
施
設
及
び
区
域

を
使
用
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

他
方
で
日
本
と
米
国
と
の
間

で
は
、
必
要
の
な
く
な
っ
た
在

日
米
軍
施
設
・
区
域
は
日
本
に

返
還
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
日
米
地
位
協
定
第
２
条
第

３
項
）
。 

 
 

 

相
模
総
合
補
給
廠
の
一
部 

土
地
等
の
返
還 

加山相模原市長に返還を伝える丸井局長 

全 体 
写 真 

池子住宅地区 

相模原総合補給廠 

 

相
模
総
合
補
給
廠
は
Ｊ
Ｒ
相
模
原

駅
前
に
所
在
す
る
米
陸
軍
の
管
理
下

に
あ
る
施
設
で
す
。
平
成
18
年
５
月

の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
で
承

認
さ
れ
た
「
再
編
の
実
施
の
た
め
の

日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
お
い
て
、

「
相
模
総
合
補
給
廠
の
一
部
は
、
地

元
の
再
開
発
の
た
め
（
約
15
ヘ
ク
タ 

ー
ル
）
、
ま
た
、
道
路
及
び
地
下
を

通
る
線
路
の
た
め
（
約
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
に
返
還
さ
れ
る
。
」
と
さ
れ
、

平
成
20
年
６
月
に
日
米
合
同
委
員
会

で
返
還
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
た
後
、

返
還
に
関
連
し
て
必
要
と
な
る
工
事

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
こ
の
工
事
が
完
了
し
、
９
月

30
日
、
Ｊ
Ｒ
相
模
原
駅
前
の
土
地

（
下
図
①
：
約
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
並

び
に
線
路
及
び
道
路
用
地
（
下
図
② 

：
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
日
本
国
政

府
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
丸
井
南
関
東
防
衛

局
長
は
同
日
相
模
原
市
役
所
を
訪
問

し
、
加
山
相
模
原
市
長
に
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
加
山
市
長
か
ら
は
、

「
相
模
原
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
実
現
に
向
け
、
大
い
に
弾

み
が
つ
く
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

本
返
還
は
、
「
再
編
の
実
施
の
た

め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
基
づ

く
、
本
土
で
の
初
め
て
の
返
還
事
案

で
あ
り
、
着
実
な
実
施
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。 

 

今
後
は
、
相
模
原
市
の
返
還
跡
地

利
用
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
必

要
な
手
続
き
等
を
速
や
か
に
行
い
、

財
務
局
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

返還された一部土地等 

② 

① 

ＪＲ相模原駅前から見た相模総合補給廠 

http://townphoto.net/kanagawa/kbq/kbq022.jpg


３ 
南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２７年冬号 

特 集：在日米軍施設・区域の一部返還・共同使用（相模原・池子） 

 
 

池
子
住
宅
地
区
及
び
海
軍
補
助
施
設 

の
一
部
土
地
等
の
共
同
使
用 

逗子市の公園開園に係る今
後のスケジュール（予定） 
 
○１月３１日 （土） 
 オープニングセレモニー 
○２月１日 （日） 
 市民利用開始 

４００ｍトラック 野球場 テニスコート 

緑地エリア ハイキングコース 池子遺跡群資料館 

  写真は共同区域内施設 

第
24
回
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー 

 

平
成
26
年
10
月
２
日
、
静
岡

県
浜
松
市
の
プ
レ
ス
タ
ワ
ー
17

Ｆ
（
静
岡
新
聞
ホ
ー
ル
）
に
お

い
て
、
第
24
回
防
衛
問
題
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
『
日
本
の
安

全
保
障
』
を
テ
ー
マ
に
、
最
近

の
北
朝
鮮
情
勢
の
変
化
が
、
今

後
我
が
国
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
朝
鮮
半
島
情
勢

の
専
門
家
か
ら
説
明
す
る
と
と

も
に
、
航
空
自
衛
隊
の
活
動
状

況
や
自
衛
官
の
教
育
方
法
に
つ

い
て
、
航
空
自
衛
隊
で
実
際
に

教
育
に
あ
た
る
副
司
令
か
ら
説

明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
得
る

た
め
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

当
日
は
、
主
催
者
で
あ
る
丸

井
南
関
東
防
衛
局
長
か
ら
開
会

挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
ご

後
援
を
い
た
だ
い
た
鈴
木
康
友

浜
松
市
長
か
ら
来
賓
ご
挨
拶
を

頂
戴
し
ま
し
た
。 

 
 

講
演
で
は
、
航
空
自
衛
隊
第

１
航
空
団
副
司
令
で
あ
る
池
田

五
十
二
１
等
空
佐
か
ら
「
強
い

戦
士
を
作
る
た
め
に
～
航
空
自

衛
隊
の
教
育
現
場
に
お
け
る
奮

闘
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
続
い
て
、

静
岡
県
立
大
学
教
授
で
あ
る
伊

豆
見
元
教
授
か
ら
「
最
近
の
北

朝
鮮
情
勢
と
日
本
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

池
田
１
等
空
佐
か
ら
は
、
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
自
衛
官

の
使
命
感
や
対
領
空
侵
犯
措
置 

に
お
け
る
自
衛
官
の
使
命
感
に

つ
い
て
写
真
や
グ
ラ
フ
を
使
っ 

て
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
教
育
現
場
の
奮
闘 

（
強
い
戦

士
の
育
て
方
）
と
し
て
、
実
際

に
パ
イ
ロ
ッ
ト
教
育
に
携
わ
っ

て
い
る
池
田
１
等
空
佐
な
ら
で

は
の
内
容
に
、
「
日
々
の
航
空

自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
よ
く

分
か
り
ま
し
た
」
（
30
代
男

性
）
、｢

自
分
自
身
の
会
社
の
後

輩
育
成
に
も
つ
な
が
る
所
が
あ

り
、
大
変
、
た
め
に
な
り
ま
し

た
」
（
30
代
女
性
）
等
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

伊
豆
見
教
授
か
ら
は
、
北
朝

鮮
問
題
の
第
一
人
者
と
し
て
の

立
場
か
ら
、
最
近
の
北
朝
鮮

（
金
正
恩
）
体
制
の
情
勢
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
今
後
の
体
制

等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
分

析
・
説
明
し
、
日
本
・
韓
国
・

米
国
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
や
、
拉

致
・
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
に
つ

い
て
も
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 
 

 

来
場
者
か
ら
は
、
「
北
朝
鮮

情
勢
の
政
策
の
方
向
性
が
よ
く

理
解
で
き
た
」
（
50
代
男
性
）
、

「
現
在
の
北
朝
鮮
と
日
本
の
問

題
点
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
た
だ
き
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
」
（
30
代
男
性
）
等
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

  

逗
子
市
が
公
園
と
し
て
使
用
す
る
た
め

申
請
し
て
い
た
、
池
子
住
宅
地
区
及
び
海

軍
補
助
施
設
の
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地

等
に
つ
い
て
、
昨
年
11
月
30
日
か
ら
共
同

使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
６
月
の
日
米
合
同
委
員
会
で
の
承

認
を
経
て
、
現
地
実
施
協
定
の
締
結
な
ど

共
同
使
用
の
開
始
に
必
要
な
所
要
の
手
続

が
完
了
し
た
こ
と
を
受
け
、
丸
井
南
関
東

防
衛
局
長
は
、
同
年
11
月
27
日
、
逗
子
市

役
所
を
訪
問
し
、
平
井
逗
子
市
長
に
一
時

使
用
許
可
書
を
手
交
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
平
井
市
長
は
、
「
こ

れ
ま
で
の
南
関
東
防
衛
局
を
始
め
防
衛
本

省
及
び
米
側
の
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
日
米
交
流
に
資
す
る
よ
う
な

公
園
を
目
指
し
た
い
」
と
の
決
意
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。 

平井市長に一時使用許可書を手交する丸井局長 

池
田
副
司
令
（上
）
、
伊
豆
見
教
授
（
下
） 
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沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
越
え
実
弾
射
撃
訓
練
の
分
散
・
実
施―

北
富
士 

 

沖
縄
県
に
所
在
す
る
米
軍
施
設

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
い
た
１
５
５
ミ
リ
榴

弾
砲
に
よ
る
沖
縄
県
道
１
０
４
号

線
越
え
実
弾
射
撃
訓
練
は
、
米
軍

施
設
・
区
域
が
集
中
す
る
沖
縄
県

の
負
担
軽
減
を
図
り
、
ま
た
日
米

安
保
体
制
の
信
頼
性
の
向
上
を
図

り
つ
つ
、
米
軍
の
練
度
維
持
及
び

即
応
態
勢
を
保
持
す
る
た
め
、
平

成
９
年
度
か
ら
本
土
の
５
演
習
場

に
て
分
散
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

南
関
東
防
衛
局
管
内
で
は
北
富

士
演
習
場
と
東
富
士
演
習
場
で
こ

の
訓
練
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
局

は
訓
練
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾝｾﾝ 

矢臼別 

王城寺原 

北富士 

東富士 

日出生台 

沖縄から 
分散・実施 

 
 

 

昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
、
山
梨
県
に
所
在
す
る
北

富
士
演
習
場
で
本
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
（
準
備
期
間

等
を
含
む
）
。
参
加
人
員
は
約
３
９
０
名
、
車
両
１
０
０

両
、
砲
12
門
に
よ
る
大
隊
規
模
に
よ
る
訓
練
が
、
11
月
３

日
か
ら
11
日
の
間
榴
弾
砲
に
よ
る
実
弾
射
撃
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

南
関
東
防
衛
局
は
、
管
内
に
所
在
す
る
北
富
士
演
習
場

及
び
東
富
士
演
習
場
に
お
け
る
訓
練
時
に
は
現
地
対
策
本

部
を
設
置
し
、
訓
練
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
24
時
間
体
制 

 

沖
縄
県
、
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
で
実
施
さ
れ
て
い
た

米
軍
に
よ
る
沖
縄
県
道
１
０
４
号
線
越
え
１
５
５
ミ
リ
榴

弾
砲
に
よ
る
実
弾
射
撃
訓
練
は
、
県
道
１
０
４
号
線
を
ま

た
ぐ
形
で
射
撃
が
行
わ
れ
る
た
め
、
県
道
を
封
鎖
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

平
成
８
年
８
月
、
日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
沖
縄

県
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
の
観
点
か
ら
、
こ
の
訓
練

を
本
土
の
５
演
習
場
で
分
散
・
実
施
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
、
翌
年
度
の
平
成
９
年
度
か
ら
、
本
土
５
ヶ
所
の
自
衛

隊
演
習
場
（
矢
臼
別
、
王
城
寺
原
、
東
富
士
、
北
富
士
及

び
日
出
生
台
）
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
北
富
士
演
習
場
に
お

け
る
訓
練
に
お
い
て
も
、
米
海
兵
隊
に
対
す
る
訓
練
実
施

の
た
め
の
支
援
は
も
と
よ
り
、
地
元
自
治
体
へ
の
説
明
・

情
報
提
供
、
陸
上
自
衛
隊
や
警
察
等
関
係
機
関
と
の
調
整
、

演
習
場
周
辺
の
警
備
な
ど
、
訓
練
の
円
滑
な
実
施
の
た
め

の
総
合
的
な
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。 

訓練参加部隊長とギフト交換を行う丸井局長 １５５ミリ榴弾砲射撃訓練 

警備打ち合わせ風景 訓練の状況を地元自治体にお知らせする職員 

（写真は米海兵隊によ
る訓練の様子、現地対
策本部の活動の様子
を紹介するものです） 
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日
米
共
同
方
面
隊
指
揮
所
演
習 

 

日
米
共
同
方
面
隊
指
揮
所
演
習
「
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
以
下
Ｙ
Ｓ
）
」

は
、
日
本
へ
の
武
力
攻
撃
事
態
等
を
想
定

し
た
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
き
、
陸
上
自
衛
隊

と
米
陸
軍
等
が
共
同
対
処
を
実
施
す
る
場

合
の
指
揮
幕
僚
活
動
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー 

・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
訓
練
す
る

も
の
で
、
日
米
の
相
互
運
用
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
重
要
な
訓
練
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

 

Ｙ
Ｓ
は
昭
和
57
年
か
ら
32
年
間
に
わ
た

り
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
陸
上
自
衛
隊
の

５
つ
の
方
面
隊
が
持
ち
回
り
で
毎
年
２
回

実
施
し
、
奇
数
回
数
は
日
本
で
、
偶
数
回

数
は
米
国
で
実
施
さ
れ
、
今
回
は
67
回
目

の
実
施
と
な
り
ま
す
。 

 

今
回
の
訓
練
は
、
昨
年
12
月
２
日
～
同

月
15
日
の
間
、
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
側
が
磯
部
東

部
方
面
総
監
を
部
隊
指
揮
官
と
し
て
陸
上

自
衛
隊
約
４
５
０
０
人
、
米
側
が
ラ
ン
ザ

米
陸
軍
第
１
軍
団
長
を
部
隊
指
揮
官
と
し

て
太
平
洋
軍
司
令
部
、
在
日
米
陸
軍
司
令

部
、
米
第
１
軍
団
、
海
兵
隊
な
ど
約
２
０

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

南
関
東
防
衛
局
で
は
、
こ
の
訓
練
に
２

４
名
が
参
加
し
、
24
時
間
態
勢
で
日
米
間

に
お
け
る
各
種
調
整
、
会
議
に
参
加
し
、

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
地
方
防
衛
局
の

役
割
と
そ
の
対
処
要
領
等
を
訓
練
し
ま
し

た
。 「Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」 

「遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
ス
タ
ジ
オ
へ
」 

Ｆ
Ｍ
ブ
ル
ー
湘
南 

 

Ｆ
Ｍ
ブ
ル
ー
湘
南
「
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
ス
タ
ジ
オ
へ
（
防
衛

ト
ー
ク
）
」
で
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
３
時
か
ら
丸
井
南
関
東

防
衛
局
長
が
出
演
し
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
灯
織
（
ひ
お
り
）
さ
ん

と
と
も
に
日
本
の
防
衛
政
策
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。 
 

昨
年
11
月
20
日
に
は
元
統
合
幕
僚
長
で
現
防
衛
省
顧
問
の
齋
藤
隆

氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
ま
し
た
。
海
上
幕
僚
長
、
統
合
幕
僚
長
を
歴
任

し
た
齋
藤
氏
の
お
話
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

－自衛隊は６０周年を迎えました。安全保障環境は
厳しくなってきています。この荒波を乗り越えて行
くには、日本一国で対応していくにはあまりにも荷
が重すぎると思うのです。 
－共通の価値観を有する国々と手を携えて行く必要
があります。 
－このためには集団的自衛権の問題、防衛装備品の
海外移転の問題は避けて通れないと私は思うのです。
この問題を「政治の駆け引きの道具とせず」、真正
面から取り組んでいく必要があることを痛感してい
ます。 

－自衛隊は過去約３０年間「基盤的防衛力構想」の
下、必死になって兵力整備してきましたが、これが
若干原理主義化してきたような気がするのです。 
－今基盤的防衛力の考えから脱し「統合機動防衛
力」の考えのもと自衛隊は大きくその体制を変革さ
せようとしています。このことは歴史の教訓からも、
とても重要なことだと思います。 
－自衛隊に求められているのは、大規模災害、ＰＫ
Ｏ、東シナ海の問題等のグレーな事態から本格的有
事への備えと、その対応すべき事態は幅広く求めら
れています。これらに柔軟に対応するためには原理
主義は絶対に排しなければならないと思っています。 

（現在の日本を巡る国際情勢をどう見ますか？） 

（今、自衛隊に求められていることは何でしょうか？） 

写
真
右
か
ら
、
灯
織
さ
ん
、
齋
藤
氏
、
丸
井
局
長 

日米部隊指揮官への状況報告 日米共同図上演習 南関東局ブースを視察する丸井局長 
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６ 南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２７年冬号 

南関東防衛局管内（神奈川・山梨・静岡）のできごとをお知らせします 

在日米軍従業員永年勤続者表彰 

 昨年１０月１０日、静岡県御殿場市に所在する米軍キャ

ンプ富士において、富士地区の平成２６年度在日米軍従業

員永年勤続者表彰式が行われました。 

 この表彰式は、永年にわたり在日米軍基地に勤務してき

た従業員の労をねぎらい、労働意欲等の向上を図るため日

米の共催により毎年実施されているものです。 

 式典では、日米両国の国歌吹奏、丸井南関東防衛局長及

びフルウッドキャンプ富士司令官からの式辞に続き、３０

年、２０年及び１０年勤続者の計１３名の方々に表彰状及

び記念品が授与されました。その後、受賞者の代表から

「今後も今まで以上にキャンプ富士に貢献できるよう各職

場での仕事に一層励み、一同頑張って参ります」と挨拶が

ありました。 

 南関東防衛局管内では、富士地区のほか、１０月１５日

に座間地区で、また、１０月２１日に横須賀地区で永年勤

続表彰式がそれぞれ開催され、３地区で合計８８１名の方 

々が受賞されました。  防衛白書は、わが国の防衛政策への理解を深めていただ

くために毎年刊行しているものであり、今年は刊行40回目

となります。南関東防衛局ではその年発刊された防衛白書

の内容について管内の自治体に対して説明を行っています。 

 平成26年版防衛白書は、①いわゆるグレーゾーン事態の

増加の傾向や北朝鮮によるミサイル発射、中国による我が

国周辺海空域での活動の急速な拡大・活発化など、一層厳 

写真左： 
富士地区 
 
 
写真左下： 
座間地区 
 
 
写真右下： 
横須賀地区 

平成２６年版防衛白書説明 

（左上に続く） 

米海兵隊ＭＶ－２２オスプレイの米海 
軍横須賀基地への飛来 

 昨年１０月２５日、米海兵隊のMV２２オスプレイ１機が

米海軍横須賀基地に初めて飛来しました。 

 同機は前日２４日に普天間基地より岩国基地を経由して

横田基地に到着しました。２５日当日横田基地より横須賀

基地に飛来し、約１時間程滞在した後横田基地に戻りまし

た。  

しさを増すわが国を取り巻く安全保障環境、②安全保障法

制に係る閣議決定、国家安全保障戦略や新防衛大綱といっ

た新たな安全保障・防衛政策、③国際協調主義に基づく積

極的平和主義の観点から、我が国の安全及び地域・国際社

会の平和と安定を維持するため、防衛省・自衛隊が行って

いる様々な取組ー これらを中心により多くの方々に分か

り易くお伝えできるようにコラムや図表を充実させて作成

しています。 

 防衛白書は防衛省ホームページからどなたでも読むこと

ができます。http://www.mod.go.jp/j/publication/wp/ 

 

  

  

10／29、丸井南関東防衛局長より林横浜市長に説明を行う 

米海軍横須賀基地に飛来したオスプレイ 



  

７ 南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２７年冬号 

紹 介 南関東防衛局の紹介 

 事務所の所在する浜松市は、人口・面積共に静岡県最大を有し、東に天竜川、西に浜名湖、

南に遠州灘、北には天竜の山々があり、山と海と湖に取り囲まれるように位置しています。『浜

名湖観光』、『ピアノのシェアほぼ１００％』、『バイク・車等の輸送機器産業』等で知られ、食にお

いては『うなぎ・餃子』が有名で、これらを焼く匂いが漂う通りは、垂涎ものです。 

 管轄は、一部を除き基本的に富士川以西の静岡県であり、その中に航空自衛隊の３つの基

地（浜松基地、御前崎分屯基地、静浜基地）と、２つの無線中継所（浜石岳、岳山）が所在してい

ます。 

 業務は主に、浜松及び静浜飛行場近隣住民の方々からの住宅防音工事関係の照会・受付等、

年３回程実施する除草等工事を含めた基地周辺の国有地の適正な管理及び関係自治体等と

の連絡調整を行っております。しかし、少人数の事務所のため、業務によっては所掌業務の枠

を超えて対応することも多く、時には職員全員で対応することもあります。また、昨今、社会問題

となっている生活用品の不法投棄が基地周辺の国有地においても見受けられることから、今後

は関係団体と連携して監視にも力を入れていきたいと考えています。 

南 関 東 防 衛 局 紹 介 浜松防衛事務所 

高橋所長を囲んで 

調達部 土木課 

安永圭吾  Keigo Yasunaga 
出 身 地：宮崎県 
長所・短所：元気で明るいところ。 少しだけ人見知り 
      な面があるところ。 
趣 味 等：音楽鑑賞、映画鑑賞、ボール競技 
今後の抱負：わからないことをそのままにせずどんどん 
      質問し、日々成長していきたいです。 

栗林康之   Yasuyuki Kuribayashi 
出 身 地：富山県 
長所・短所：思い立ったら即行動。 せっかちなので仕 
      事は丁寧にしていきたい。 
趣 味 等：車で旅行、読書 
今後の抱負：向上心を失わず、気概を持って目の前の課 
      題に一つずつ取り組んで参りたいたいと 
      思っています。 

調達部 設備課 

調達部 設備課 調達部 設備課 

松本健士朗   Kenshirou Matsumoto 
出 身 地：熊本県 
長所・短所：前向きにとらえることができる。 優柔不 
      断で迷いやすい。 
趣 味 等：バドミントン、読書 
今後の抱負：社会人生活一年目ということで、右も左も 
      わからず不安ですが、まずは立派な監督官 
      になることを目標に努力していきたいと思 
      います。 

中尾勇人  Yuto Nakao 
出 身 地：長崎県 
長所・短所：明るく元気であり、協調性がある。 集中 
      力があまりない。 
趣 味 等：剣道 
今後の抱負：社会人一年目で右も左も分からないが、消 
      極的になることなく何事にも積極的に取り 
      組み、早く先輩方とお仕事がしっかりでき 
      るよう成長したい。 

南
関
東
防
衛
局 

ル
ー
キ
ー
紹
介 

そ
の
２ 

今
年
の
春
か
ら
南
関
東
防
衛
局
の
一
員
と
な
っ
た
11
名
の
ル
ー
キ
ー
達
。 

早
く
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
活
躍
す
る
彼
ら
を
紹
介
し
ま
す
。 

高橋所長を囲んで 
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８ 南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２７年冬号 

南関東防衛局の紹介、イベント情報をお知らせします 
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（お問い合わせ）０４５－２１１－７１２９ 

航空自衛隊 
第１航空団副司令 
池田五十二１等空佐 
 
講演１ 
強い戦士を作るために 
～ 航空自衛隊の教育 
  現場における奮闘～ 

 
 
 

静岡県立大学 
 
伊豆見元教授 
 
講演２ 
最近の北朝鮮情勢と日本 
 
 

 
 
 

丸井博 南関東防衛局長からの新年の挨拶 

 昨年９月２８日（土）、静岡県の航空自衛隊

浜松基地にてエアフェスタ浜松２０１４が開催

されました。雲一つなく晴れ渡ったこの日、約

１０万人の人々が浜松基地を訪れました。 

 基地上空ではおなじみブルーインパルスによ

る展示飛行のほか、Ｆ１５Ｊ戦闘機を始めとす

る戦闘機や練習機、ヘリコプターの展示飛行が

おこなわれました。 また、地上展示では戦闘

機以外にも輸送機や早期警戒管制機など日頃目

にすることのできない航空自衛隊の航空機がお

披露目されました。 

 今年も皆様のご来場をお待ちしています。 

  

 新年明けましておめでとうございます。皆様にお

かれましてはつつがなく新年をお迎えのこととお慶

び申し上げます。 

 振り返りますと、昨年は南関東防衛局にとって重

要な節目となる１年であったと感じます。特に大き

な成果として、これまで長年の課題となっていた多

くの米軍施設・区域の返還等が実現しました。  

 ６月３０日に深谷通信所の全部返還(約77ﾍｸﾀｰﾙ）

が実現し、９月３０日には相模総合補給廠の一部土

地（約17ﾍｸﾀｰﾙ）が返還されました。 

 これに先立つ６月２４日には、①座間市が座間総

合病院の建設用地として使用するためのキャンプ座 

間の一部土地（約1.4ﾍｸﾀｰﾙ）の共同使用、②逗子市が公園として使用するための池子住宅地区の一部財産

（約40ﾍｸﾀｰﾙ土地等）の共同使用が日米間で合意され、既に病院の建設工事の着手、公園オープンのための

準備が行われています。 

 個人的な話となりますが、昨年初めて富士山登山に挑戦しました。富士山の世界遺産登録が大きな話題

となり、当局管内に東、北両富士演習場を抱えることから富士山登頂を思い立ちましたが、いきなりの挑

戦は困難と考え、当局の登山同好会のメンバーと丹沢の大山や塔ノ岳を何度か登山するなど目標をたてて

努力を積み重ねた結果、７月、天候にも恵まれ、富士山頂に登頂できました。 

 昨年の大きな成果も同じように関係者の努力の積み重ねの結果だと思います。御支援、御協力を頂いた

全ての関係者の皆様に心より感謝申し上げます。今年も東富士演習場の第１１次使用協定締結、在日米海

軍の上瀬谷通信施設の返還を始めとする重要な課題が多くあります。引き続き関係自治体、住民の皆様と

の信頼関係を築きつつ、自衛隊及び米軍とも連携を図りながら、防衛施設の安定的使用と民生との調和を

図るという当局の任務に、全力で邁進してまいる所存です。 

 本年もどうぞよろしくお願いします。 


